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災害救護訓練の様子（P.09）

～イベント・活動報告～

1年間を振り返ってP04-08・・・

 「秋田」から「東北」へ　
2025年4月1日大学の名称が変わります

 「日本赤十字東北看護大学」
 「日本赤十字東北看護大学
 介護福祉短期大学部」
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災害救護訓練
学生インタビュー  「災害救護訓練」を終えて

P09-13・・・
特集
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○カリヨン（フランス語：Carillon）とは、
教会の塔などに吊り下げられる音程を異に
する多数の鐘。16世紀以来、特にフラン
ドル地方で発達し、自動装置を持つものも
ある。本学では、赤十字の理念である「人
道・博愛・奉仕」を3つの鐘に投影したシ
ンボルとして、平成8年の短大開学時に１
号館に設置した。これにちなんで本学学園
祭も「カリヨン祭」と呼んでいる。

2 0 2 42 0 2 4 年度
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「秋田」から
「東北」へ

大学名称の「秋田」を「東北」に変更します

実り豊かなキャンパスライフを
学長からの
メッセージ

日本赤十字東北看護大学
Japanese Red Cross Tohoku College of Nursing

日本赤十字秋田看護大学

日本赤十字秋田短期大学

日本赤十字東北看護大学
介護福祉短期大学部
Japanese Red Cross Tohoku Junior College of Care and Welfare

2025年
4月1日 大学の名称が変わります

本学は東北で唯一の赤十字看護大学であ
り、赤十字で唯一の短期大学です。改称を
機に、創立130周年へ向けて、東北の赤十
字病院等との教育連携や社会貢献活動、入
学者確保のための広報活動等を、より積極的に
展開してまいります。

学長　原　玲子

日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字秋田短期大学

　本学は、赤十字の基本理念である「人道」を建学の精神と
して、1896（明治29）年、日本赤十字社秋田支部として救
護看護婦養成の開始に遡り、128年にわたる看護師養成の
歴史を受け継いできました。1996年に、看護学科及び介護
福祉学科の短期大学を開設し、2009 年には看護学科を４
年制大学として開学し、現在の秋田キャンパスの形態とな
りました。
　学校法人日本赤十字学園は、全国を、北海道、東北、関東、
中部、中国・四国、九州の6ブロックに分け、6つの看護大
学と1つの介護福祉の短期大学を有しています。
　本学は、開学時より東北地方で唯一の赤十字の看護大学
です。この度、そのことをより明確にするために、大学名称
の「秋田」を「東北」に変更し、東北の赤十字病院等との教
育連携や社会貢献活動、入学者確保のための広報活動等を、
より積極的に展開していきます。
　また、日本赤十字秋田短期大学は、同一キャンパス内の看
護大学との一体的教育活動を明確化するため、看護大学の
短期大学部として位置づけるとともに、介護福祉系の短期
大学であることを容易に認識できる名称に変更します。
　Society 5.0の社会が進展する中、日本の総人口が減少の
局面に転じる状況において、本学は2040年を見据え、グ
ローバルかつローカルな視点を有し、高齢社会で発生する
課題や近年多発している災害など、さまざまな地域の課題
の解決に積極的に参画していくことのできる人材の育成を
めざしています。

　特に、本学の教育目的である「“生きる”を支える」の人材
育成をより強化することをめざし、令和6年度より「赤十字
マイスター認定制度」を創設しました。本学の学生は災害救
護ボランティア活動への参加、赤十字救急法の受講等、積極
的に行っています。それらを「見える化」した形にして、学
修の成果の1つとして認定していきたいと思います。
　また、本学では、看護師、保健師、介護福祉士の育成のほ
か、養護教諭、大学院における助産師など、子どもの成長に
かかわる人材も養成しています。より教育の質を高め、次世
代を担う子どもの健全な育成に貢献できる人材育成もめざ
しています。
　大学の名称の変更により、本学の役割をより一層自覚し、
地域から必要とされる赤十字の看護職・介護職の養成に、
努めてまいりたいと思います。
　赤十字の伝統を継承しつつ、さらなる時代を予測した創
造的な看護や介護福祉を探求できる充実したキャンパスラ
イフを送りましょう。



P03

「生きる」を支える
スペシャリストを育む
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国際活動体験ツアー（大阪赤十字病院）

フィジカルアセスメントの演習

赤十字みんなの防災キャンプ

赤十字国際演習（イタリア・スイス）

健康相談活動

「日赤でかだろ」での健康体操
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令和5年度
学位記授与式

P04

令和6年度「入学式」が行われました。昨年までは、

新型コロナウイルスの影響で規模を縮小しての開催

でしたが、今年度は保護者席を設け5年ぶりの通常

開催となりました。多くの保護者や来賓者が見守る

中、看護学部113名、大学院修士課程5名、介護

福祉学科13名の計131名の新入生が、「生きるを

支える人になる」ための第一歩を踏み出しました。

　新入生を代表し、看護学部の工藤小雪さんが

「患者とご家族の思いに寄り添った看護ができる看

護師をめざしたい。大学で身につけた知識と経験を

活用して地域に貢献したい。」と宣誓しました。学生

たちは看護師、介護福祉士、助産師の国家資格の

取得などそれぞれ目標を掲げ、医療・福祉を支える

人材へとなるべく学びの日 を々スタートさせました。

令和6年度
入学式 4月2日

3月8日

イベント・活動報告

１年間を振り返って
新型コロナウイルス感染症が5類に移行してから、まもなく1年が経ちます。

感染症対策による制限が緩和されたことで、大学生活が少しずつ彩りを取り戻してきました。
学外演習や海外研修が復活したほか、多数の学校行事をコロナ禍以前と同等の規模で開催する

ことができました。大学全体が活気づき、未来への希望を感じさせる一年となりました。

令和5年度「学位記授与式」があきた芸術劇場ミルハスで開

催されました。新型コロナウイルス5類移行後初めて、入場制

限がない形式での実施となり、たくさんの保護者がお集まりくだ

さいました。看護学部108名、大学院修士課程1名、介護福

祉学科20名の計129名が学び舎を巣立ち、社会人として医

療・福祉の道に進む決意を新たにしました。卒業を迎えた学生

は、新型コロナウイルスの影響で入学式が中止となったり、授

業がオンラインで行われたりするなど、さまざまな制約の中で学

生生活の大半を過ごしてきました。あらゆる困難を乗り越え大き

く成長した学生たちに対し、原玲子学長が「この経験をほかの

世代にはない強みにしてください」と述べ、新たな門出を祝いま

した。
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秋田県社会福祉
事業団との協定

4月11日

秋田県社会福祉事業団が運営する障害者支援施設高

清水園と、「大雨による洪水被害発生における臨時的避

難場所の提供等に関する協定」を締結しました。この協定

は、災害時に高清水園において垂直避難の必要が生じ

た場合に、一時的な避難施設として本学施設の一部を提

供することを目的とするものです。令和5年の秋田県豪雨

災害を契機として、近年多発する自然災害から要配慮者

の安全を確保するために締結されました。協定締結後は、

相互の協力のもと、定期的な避難訓練に取り組みます。

5月26日

赤十字キッズタウン
本学体育館を会場に、子ども対象の赤十字のお仕事体

験イベント「赤十字キッズタウン」が開催されました。本

学と、日本赤十字社秋田県支部、秋田赤十字病院、秋

田赤十字血液センター、秋田赤十字乳児院による共催

イベントです。参加した子どもたちは災害時の救護体験

や献血業務、看護師などのお仕事体験に真剣に取り組

んでいました。救急医療現場で活躍するドクターヘリの見

学会では、実際にヘリに搭乗することができ、子どもたち

をはじめ保護者からも大変ご好評をいただきました。他に

も、包装食袋をつかったご飯の炊き出し体験や、フェルト

を使ったマスコット作り、点字体験など多彩なコーナーが

設置され、学内全体が賑やかな雰囲気に包まれました。

4月24日

私のキャリアプラン
ゴールデンウィークを前に、今年度も「私のキャリアプ

ラン」を開催しました。これは、対人援助のプロフェッ

ショナルである看護・介護福祉を志す者として、自覚

と向上心を高め、自らの目標を再認識する行事です。

以前は、「宣誓式」と呼んでいました。学内での学び

を経て、本格的な長期の臨地実習に臨む看護学部3

年生と介護福祉学科2年生が参加しました。前半は、

自分がめざす看護師像、介護福祉士像を紙に書き出

し、互いに発表し合います。後半は、体育館でのキャ

ンドルサービスです。学生たちはナイチンゲール像から

継承した灯を胸に、自らの成長を誓いました。
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赤十字みんなの
防災キャンプ
本学を会場にして、1泊2日の「赤十字みんなの防災

キャンプ」が開催されました。この行事は、大規模災害

でライフラインが絶たれた状況を想定し、キャンプのノウ

ハウを応用した防災・減災に役立つ知識と技術を実践

的に学ぶことを目的に行われます。日本赤十字社秋田

県支部の協力を得て、日常生活での事故防止や手当

の基本、災害時の心得など、「赤十字救急法」のレク

チャーを受けました。また、実際のテント設営と避難所

運営の模擬体験を通して、災害時の基礎知識や技術

を学びました。野営体験では、日用品を利用した防災対

策を学ぶとともに、飯ごう炊飯や炊き出しなど、災害時

に役立つ調理法も実践しました。避難所生活の困難さ

についても自ら体験することで、多くの気づきと学びがあ

りました。

中庭ラウンジに集合して中庭ラウンジに集合して
恒例の円陣。学生・教職恒例の円陣。学生・教職
員がともに肩を組み、２日員がともに肩を組み、２日
間の協働生活に向けて間の協働生活に向けて
士気を高めました。士気を高めました。

授業や実習で忙しい日々です授業や実習で忙しい日々です
が、この日は仲間と一緒に心身が、この日は仲間と一緒に心身
をリフレッシュ。身体を動かしてをリフレッシュ。身体を動かして
思いっきり楽しみました。思いっきり楽しみました。

スポーツフェスティバル
学友会主催の「スポーツフェスティバル」が今年も開催され、1日目

はバスケットボール、2日目はバレーボールのリーグ戦が行われまし

た。学生たちは各競技で汗を流し、大学・短大や学年の垣根を越

えて親交を深めました。参加学生の熱意が会場全体の雰囲気を盛

り上げ、思い出に残るイベントとなりました。

6月22日　23日

6月29日　30日
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学部生対象
大学院入試説明会

7月19日

「学部生対象2025年度大学院入試説明会」を行いました。大学院で学

ぶことの意義や、大学院での学修、学位取得について説明があり、参加

学生たちは真剣なまなざしで聞き入っていました。また、説明会の後半に

は、現役の大学院生に直接質問ができる場が設けられ、今年は成育看護

学分野助産学専攻の先輩学生3名が参加しました。後輩に向けて、自身

の体験を踏まえながらの的確なアドバイスとともに、今後の大学生活が実り

あるものになるように熱い激励を送ってくれました。

本学の学園祭「カリヨン祭」が開催されました。学友会を中

心に学生一丸となって準備を進め、5年ぶりの復活を遂げま

した。テーマは、「REVIVAL～つながれ・広がれ・赤十字

の輪～」です。バンドパフォーマンスやダンスパフォーマンス、

茶会、展示会、クイズ大会、大声大会など、多種多様な企

画・発表により、賑やかな「カリヨン祭」になりました。また、

佐藤大樹さん（EXILE/FANTASTICS）を特別ゲストに迎

えて行ったトークショーも大いに盛り上がり、体育館に歓声

が響きました。

カリヨン祭

「いいことを叫ぼう！大声コンテス「いいことを叫ぼう！大声コンテス
ト！」を開催。審査員は本学教員ト！」を開催。審査員は本学教員
と学友会役員です。エントリーしと学友会役員です。エントリーし
た学生たちは、日頃の思いや感た学生たちは、日頃の思いや感
謝の気持ち、将来の夢を全力謝の気持ち、将来の夢を全力
で叫びました。で叫びました。

2024AKITA
防災キャンプフェス
「カリヨン祭」と同日、秋田魁新報社主催の「2024AKITA

防災キャンプフェス」が、本学を会場にして5年ぶりに開催

されました。防災に関するあらゆる分野の知恵と知識が結集

することで実現したイベントです。アウトドア用品の展示・販

売、緊急車両の展示のほか、数多くの体験型ワークショップ

が軒を連ねました。災害時の新聞の活用方法を学んだり、

ビニール袋に米と水を入れてご飯を炊く体験ができたりと、

来場者の関心を引いていました。また、外国人のための「や

さしい日本語」を学ぶ体験ブースや、心肺蘇生法や自動体

外式除細動器（ＡＥＤ）の使用法などを学ぶコーナーも人気

でした。フードコーナーも充実しており、地域の方々や本学

ボランティアたちのたくさんの笑顔が会場にあふれました。

9月23日
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『英語・看護研修』が４年ぶりに復活し、本学学生15名がオースト

ラリアのゴールドコーストを訪問しました。グリフィス大学看護学部教

員による講義や病院施設の視察等を通じて、オーストラリアの看護

事情、ヘルスケアに対する多様な考え方と国際的な視点の重要性

を学びました。現地の大学生やホストファミリーとの交流の中で生き

た英語に触れるなど、多くの刺激を受ける10日間となりました。

英語・看護研修 in ゴールドコースト
（赤十字海外スタディーツアー）

2023年
3月 �°�”�ç�Å

�¯�”�µ�Ä
!"#$%&'(&

　　   合同就職
説明会（看護学部）
9月20日

本学体育館と152講義室を会場に、合同就職説明

会を行いました。各地の病院・施設から、看護部長や

担当職員がお越しくださり、また、各施設で活躍してい

る本学卒業生も後輩に会いに来てくれました。学生た

ちは将来の夢を思い描きながら、熱心に説明に聞き

入っていました。

　　   明治安田生命包括
パートナーシップ協定書調印式
11月13日

本学は、明治安田生命保険相互会

社秋田支社と、包括パートナーシッ

プ協定を締結しました。本協定は、大

学と企業の協働を通じて、社会貢献

活動を積極的に展開し、人々の健

康・福祉を支え、持続可能な社会づ

くりを実現することを目的としていま

す。明治安田生命保険相互会社秋

田支社との緊密な相互連携のもと、

本学は社会貢献活動を推進し、地

域社会の活性化や課題解決に向け

て取り組んでまいります。

6月5日、7月3日、
9月11日、10月30日、
11月20日

日赤でかだろ
老年看護学実習の一環として、地域の皆さんが誰でも

気軽に参加できるおしゃべりサロン「日赤でかだろ」を開

催しました。楽しみながら健康への知識を深めることがで

きる催しで、看護学生による血圧測定や健康体操、本

学教員による健康ミニ講話を行いました。他にも、握力

測定や歩行速度測定によるフレイルテストを行ったり、

学生お手製のボールを使用したレクリエーションを行っ

たりと、盛りだくさんのプログラムを実施しました。
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看護学部学生看護学部学生 1～4年生1～4年生

介護福祉学科学生介護福祉学科学生 1～2年生1～2年生

学生参加者学生参加者
合計 343 名合計 343 名

教職員教職員����
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���0	Å�¶
\������介護福祉学科2年生、看護学介護福祉学科2年生、看護学

部2年生部2年生

� � � è
 ª� � � �1. 患者の状況にあった搬送方法を1. 患者の状況にあった搬送方法を

選択し、安全に搬送できる／2.搬送時、メン選択し、安全に搬送できる／2.搬送時、メン

バー間で統制をとり、傷病者に与える動揺をバー間で統制をとり、傷病者に与える動揺を

最小限にすることができる／3.搬送時、周囲最小限にすることができる／3.搬送時、周囲

の安全を観察し、危険を回避できる／4.傷の安全を観察し、危険を回避できる／4.傷

病者の保温に留意し、適切な措置を行うこと病者の保温に留意し、適切な措置を行うこと

ができる／ 5. 傷病者に適切な声かけができができる／ 5. 傷病者に適切な声かけができ

る／6.応急処置に必要な情報を伝え、適切る／6.応急処置に必要な情報を伝え、適切

で迅速な応急処置につなげることができるで迅速な応急処置につなげることができる

���0	Å�¶
\������介護福祉学科2年生、看護学介護福祉学科2年生、看護学

部3・4年生部3・4年生

� � � è
 ª� � � �1. 傷病者の状態に応じて迅速で適1. 傷病者の状態に応じて迅速で適

切な観察・処置ができる／ 2. 傷病者に対し、切な観察・処置ができる／ 2. 傷病者に対し、

適切な方法で止血・固定を実施できる／3.傷適切な方法で止血・固定を実施できる／3.傷

病者及び支援者自身に対し、適切な感染予病者及び支援者自身に対し、適切な感染予

防対策を実施できる／4.傷病者の保温に留防対策を実施できる／4.傷病者の保温に留

意し、適切な措置を行うことができる／ 5. 観意し、適切な措置を行うことができる／ 5. 観

察・処置の際に傷病者への声かけなど、不安察・処置の際に傷病者への声かけなど、不安

の軽減や状態の悪化を防ぐ働きかけができるの軽減や状態の悪化を防ぐ働きかけができる

／6.チーム内や他のチームと連携できる／6.チーム内や他のチームと連携できる

���0	Å�¶
\������看護学部2年生看護学部2年生

�� �è
ª�� �� ��1.傷病者にトリアージを行う目的や1.傷病者にトリアージを行う目的や

行動について説明できる／2.START式トリ行動について説明できる／2.START式トリ

アージに基づき、傷病者の緊急度・重症度アージに基づき、傷病者の緊急度・重症度

を正確に判断できる／3.トリアージタッグのを正確に判断できる／3.トリアージタッグの

正しい記載と装着ができる／4.トリアージ実正しい記載と装着ができる／4.トリアージ実

施者と補助者との協力ができる／ 5. 搬送施者と補助者との協力ができる／ 5. 搬送

者に必要な情報を伝え、安全な搬送につな者に必要な情報を伝え、安全な搬送につな

げることができる／6.傷病者に適切な声かげることができる／6.傷病者に適切な声か

けができるけができる
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���0	Å�¶
\������介護福祉学科1・2年生、看護介護福祉学科1・2年生、看護

学部1年生学部1年生

�� �è
ª�� �� ��1.傷病者の身体的状況・心理的1.傷病者の身体的状況・心理的

状況を理解することができる／2.傷病者の状況を理解することができる／2.傷病者の

体験を通して、支援者として適切な行動や体験を通して、支援者として適切な行動や

態度を考えることができる態度を考えることができる

���0	Å�¶
\������看護学部2年生看護学部2年生

�� �è
ª���� 1.無線機の利用方法がわかり、情1.無線機の利用方法がわかり、情

報の収集伝達ができる報の収集伝達ができる

令和6年9月19日午前3時00分頃、A市沖を震源とするマグニチュード8.7と推定される地震令和6年9月19日午前3時00分頃、A市沖を震源とするマグニチュード8.7と推定される地震

が発生し、A市では震度6強の地震が観測された。この地震により、A市内では電話、電気、ガが発生し、A市では震度6強の地震が観測された。この地震により、A市内では電話、電気、ガ

ス、水道などのライフライン施設及び道路が損壊したほか、多くの建物が倒壊、火災も発生してス、水道などのライフライン施設及び道路が損壊したほか、多くの建物が倒壊、火災も発生して

いる。また夜間の発災で在宅率が高かったために、多数の死傷者が出ている模様である。幸い、いる。また夜間の発災で在宅率が高かったために、多数の死傷者が出ている模様である。幸い、

A市内にあるB赤十字病院には大きな被害はなく、災害現場に救護班を派遣することになった。A市内にあるB赤十字病院には大きな被害はなく、災害現場に救護班を派遣することになった。
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目に見える外傷は、初日のオリエンテーションで復習した応急目に見える外傷は、初日のオリエンテーションで復習した応急

手当の方法を参考にして実践しました。チームで対応するので手当の方法を参考にして実践しました。チームで対応するので

すが、臨機応変な連携がとても重要だと感じました。１回目ですが、臨機応変な連携がとても重要だと感じました。１回目で

搬送役と連携することの必要性に気づき、２回目には修正する搬送役と連携することの必要性に気づき、２回目には修正する

ことができました。ことができました。

�.�g�`�o�ò�a�h�\�q�›�­�Q�o�X�i� �̂M�{�.�g�`�o�ò�a�h�\�q�›�­�Q�o�X�i� �̂M�{

想像していたよりも、現場が混乱することを実感しました。これま想像していたよりも、現場が混乱することを実感しました。これま

でリーダーシップをとることが苦手で避けてしまいがちでしたが、でリーダーシップをとることが苦手で避けてしまいがちでしたが、

災害現場ではそういう力が求められる。やるべ災害現場ではそういう力が求められる。やるべ

きときにやらなければならないことに気づき、きときにやらなければならないことに気づき、

挑戦していくべきだと感じました。挑戦していくべきだと感じました。

���™�t�Æ�T�`�h�M�\�q�x�K�“�‡�b�T�•���™�t�Æ�T�`�h�M�\�q�x�K�“�‡�b�T�•

5年ぶりの開催で、私は今回初めて参加しました。3年生なの5年ぶりの開催で、私は今回初めて参加しました。3年生なの

に初めての参加になったため不安でしたが、初日にオリエンテーに初めての参加になったため不安でしたが、初日にオリエンテー

ションがあって赤十字救急法指導員から応急処置の方法などションがあって赤十字救急法指導員から応急処置の方法など

をレクチャーしてもらい、復習することができました。をレクチャーしてもらい、復習することができました。

�B�•�y�¢���Å�t�K�h�“�z�r�œ�s	j
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応急処置役で、黄色のトリアージエリアを担当しました。トリアー応急処置役で、黄色のトリアージエリアを担当しました。トリアー

ジ役の人たちが判断して搬送されてきた患者さんの応急処置をジ役の人たちが判断して搬送されてきた患者さんの応急処置を

行いました。黄色のトリアージエリアに運ばれるのは会話ができ行いました。黄色のトリアージエリアに運ばれるのは会話ができ

る状態の患者なのでコミュニケーションを取り、本人の状況をヒる状態の患者なのでコミュニケーションを取り、本人の状況をヒ

アリングして進めました。アリングして進めました。
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応急処置役として、赤色のトリアージエリアを担当しました。重症度が高応急処置役として、赤色のトリアージエリアを担当しました。重症度が高

い患者がいて、初日に体育館で行った復習の内容だけでは処置が難しい患者がいて、初日に体育館で行った復習の内容だけでは処置が難し

かったです。バイタルサイン以外にも観察する箇所が多く、中には妊婦かったです。バイタルサイン以外にも観察する箇所が多く、中には妊婦

さんもいたので臨機応変さとさまざまな知識が求められました。さんもいたので臨機応変さとさまざまな知識が求められました。

�r�p�`�h�þ�Â�q�º�0�t�m�M�o�­�Q�o�X�i� �̂M�{�r�p�`�h�þ�Â�q�º�0�t�m�M�o�­�Q�o�X�i� �̂M�{
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事前の作戦会議でチームの役割分担を決事前の作戦会議でチームの役割分担を決

めました。１回目では声掛けが足りなかっためました。１回目では声掛けが足りなかった

ので、２回目ではその点を改善できたと思いので、２回目ではその点を改善できたと思い

ます。訓練でも想像以上の大変さだったのます。訓練でも想像以上の大変さだったの

で、本当の災害現場で対応するためには、で、本当の災害現場で対応するためには、

さらに知識を深めて経験を重ね、冷静な判さらに知識を深めて経験を重ね、冷静な判

断力を身につけなければと感じました。断力を身につけなければと感じました。
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災害救護訓練で役立つ知識は、１、２年生災害救護訓練で役立つ知識は、１、２年生

のときに「赤十字救急法」で習っていますのときに「赤十字救急法」で習っています

が、少しあいまいなところもあったので初日のが、少しあいまいなところもあったので初日の

オリエンテーションの時間が終わってから、オリエンテーションの時間が終わってから、

チームで時間を取って復習をしました。チームで時間を取って復習をしました。

� � �  �x	r �” �þ

�y�¢� �̂•�”���w�>�Ë�j�›�Y�Å�.�g�y�¢� �̂•�”���w�>�Ë�j�›�Y�Å�.�g

Æ�†�s�>�Ë�j�t�/�“�4�M�h�M
Æ�†�s�>�Ë�j�t�/�“�4�M�h�M

傷病者役でしたが、これまで演技をした経験傷病者役でしたが、これまで演技をした経験

がなくて、ちゃんと演じられるか不安でした。がなくて、ちゃんと演じられるか不安でした。

顔面に火傷を負い、煙を吸って気道も火傷顔面に火傷を負い、煙を吸って気道も火傷

をして自分では歩けない黄色のトリアージををして自分では歩けない黄色のトリアージを

想定した傷病者の役に徹し、がんばりました。想定した傷病者の役に徹し、がんばりました。
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今回は災害によって怪我を負い、救護が必要という想定の傷病者役今回は災害によって怪我を負い、救護が必要という想定の傷病者役

だったので、担架に乗せられて運ばれる役目でした。実際に運ばれてみだったので、担架に乗せられて運ばれる役目でした。実際に運ばれてみ

ると担架は思った以上に不安定で、怖さを感じるものであることが身をると担架は思った以上に不安定で、怖さを感じるものであることが身を

もってわかりました。もってわかりました。
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トリアージを受ける順番が遅くて不安になりまトリアージを受ける順番が遅くて不安になりま

した。また、１回目では黄色に振り分けられ、２した。また、１回目では黄色に振り分けられ、２

回目では赤色のエリアに運ばれました。赤色回目では赤色のエリアに運ばれました。赤色

と黄色の境目の症状だったので判断が難しと黄色の境目の症状だったので判断が難し

いのだと思います。傷病者の視点から学ぶこいのだと思います。傷病者の視点から学ぶこ

とが多かったです。適切な処置ができるよう、とが多かったです。適切な処置ができるよう、

私も判断力を身につけたいと思いました。私も判断力を身につけたいと思いました。
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私は介護を学んでいるので、災害時にも適切な介護ができるように、そ私は介護を学んでいるので、災害時にも適切な介護ができるように、そ

して心のケアができるようになりたいと改めて感じました。ただ、病名やして心のケアができるようになりたいと改めて感じました。ただ、病名や

症状の知識も災害救護の時には必要ですので、症状の知識も災害救護の時には必要ですので、

そのような知識も深めていかなければと感じました。そのような知識も深めていかなければと感じました。
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傷病者を救護するには、まず自分たちが安全に活動できる場所を確保傷病者を救護するには、まず自分たちが安全に活動できる場所を確保

することが大切だと感じました。実習で低血糖を起こした患者を担当しすることが大切だと感じました。実習で低血糖を起こした患者を担当し

た経験があり、訓練でもそれを活かして対応できました経験があり、訓練でもそれを活かして対応できまし

たが、もっと技術や知識を身につけるために学ぶ必たが、もっと技術や知識を身につけるために学ぶ必

要があると痛感しました。要があると痛感しました。
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私たち看護の２年生はトリアージと搬送の私たち看護の２年生はトリアージと搬送の

役割を担当しました。トリアージは２年生の役割を担当しました。トリアージは２年生の

前期に授業があるので、その実践の場と前期に授業があるので、その実践の場と

捉えていました。トリアージのチームは14捉えていました。トリアージのチームは14

人いたので、２人１組でペアを作りました。人いたので、２人１組でペアを作りました。

どのペアがどのエリアを担当するか、あらかどのペアがどのエリアを担当するか、あらか

じめ決めて臨みました。じめ決めて臨みました。

僕はトリアージの赤色か黄色かを判断する役割を担当しました。授業で僕はトリアージの赤色か黄色かを判断する役割を担当しました。授業で

習ったフローチャートは頭に入っていたのですが、実際にやってみると思習ったフローチャートは頭に入っていたのですが、実際にやってみると思

い通りにはいきませんでした。すぐに重傷と判断できる患者から対応しまい通りにはいきませんでした。すぐに重傷と判断できる患者から対応しま

したが、搬送との連携は思ったよりも難しかったですね。したが、搬送との連携は思ったよりも難しかったですね。
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知識の大切さを改めて痛感しました。僕たちが黄色の患者だとトリアー知識の大切さを改めて痛感しました。僕たちが黄色の患者だとトリアー

ジをして搬送した際、先輩たちはその場でさまざまな可能性を検討してジをして搬送した際、先輩たちはその場でさまざまな可能性を検討して

「赤じゃないか」と議論しあっていて、深い知識がな「赤じゃないか」と議論しあっていて、深い知識がな

ければできないと思いました。僕も現場で活かせければできないと思いました。僕も現場で活かせ

る知識をもっと増やしていきたいです。る知識をもっと増やしていきたいです。
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必要のない脈を測ってしまう場面がありまし必要のない脈を測ってしまう場面がありまし

た。それが実際の現場だったら間違った判た。それが実際の現場だったら間違った判

断に繋がりかねない。家族から搬送を急ぐよ断に繋がりかねない。家族から搬送を急ぐよ

う要求されたり、スマホで撮影されたりというう要求されたり、スマホで撮影されたりという

設定もあって、災害時でもさまざまな場合に設定もあって、災害時でもさまざまな場合に

冷静に対応することの重要性を学びました。冷静に対応することの重要性を学びました。
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能登半島地震支援（珠洲市） 山形豪雨災害支援（酒田市）
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今回の派遣は、日本災害看護学会の「令和6年度能登半島地震
災害看護プロジェクト」への賛同により実現しました。プロジェクト
の目的は、災害復旧における慢性期の避難所支援です。本学から
は、学生5名、教員3名、職員5名の合計13名が参加しました。

7月下旬の大雨で甚大な被害を受けた山形県酒田市。被災地支援
のために、本学の看護学生9名、教職員6名がボランティア活動に
参加しました。泥出しやニーズ調査、稲刈り支援などを行い、また、サ
ロン活動を通して地域住民の方々との交流を図りました。

泥出し等

泥出し作業や家財道具の運び出し、がれ泥出し作業や家財道具の運び出し、がれ
きの撤去・分別など、力仕事を中心としたきの撤去・分別など、力仕事を中心とした
活動を行いました。活動を行いました。

稲刈り支援

収穫期を迎えた田んぼに入って、土砂や収穫期を迎えた田んぼに入って、土砂や
流木を取り除きながら一本一本の稲穂を流木を取り除きながら一本一本の稲穂を
丁寧に刈り取りました。丁寧に刈り取りました。

イベント

ハンドケアや握力測定、キャンディレイハンドケアや握力測定、キャンディレイ
づくりなど、地域住民の皆さんのこころづくりなど、地域住民の皆さんのこころ
と身体のケアにつながるようなイベントと身体のケアにつながるようなイベント
を実施しました。を実施しました。

朝昼晩の炊き出し

きりたんぽやいぶりがっこ、サキホコレきりたんぽやいぶりがっこ、サキホコレ
（米）など、秋田ならではの食材等を持（米）など、秋田ならではの食材等を持
参し調理をしました。参し調理をしました。

9月15日
9月13日～

10月12日



2022年7月、本学は聖霊学園高校と高大連携協定を締結しました。本協定の2022年7月、本学は聖霊学園高校と高大連携協定を締結しました。本協定の
目的は、相互の信頼関係を築きながら、連携・交流し、教育の活性化を図ること目的は、相互の信頼関係を築きながら、連携・交流し、教育の活性化を図ること
です。ともに秋田の地で百数十年の歴史と伝統のある聖霊学園高校と本学は、です。ともに秋田の地で百数十年の歴史と伝統のある聖霊学園高校と本学は、
建学の精神や国際的視野を育む教育などで類似点が多いことから、互いに連携建学の精神や国際的視野を育む教育などで類似点が多いことから、互いに連携
して未来志向の教育をめざそうという志のもと、高大連携協定を結びました。して未来志向の教育をめざそうという志のもと、高大連携協定を結びました。
　締結から現在に至るまで、本学教員による出張講義の実施や、双方の教職員　締結から現在に至るまで、本学教員による出張講義の実施や、双方の教職員
を対象とした合同研修会の開催、教育活動における情報交換等に取り組んできを対象とした合同研修会の開催、教育活動における情報交換等に取り組んでき
ました。今後も引き続き、双方の教育の質の向上をめざし連携を深めていきます。ました。今後も引き続き、双方の教育の質の向上をめざし連携を深めていきます。
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本学では、赤十字の理念と活動の普及の一環として、「赤十字・国際人道本学では、赤十字の理念と活動の普及の一環として、「赤十字・国際人道
教育フォーラム」を年に1度開催しています。「赤十字・国際人道教育フォー教育フォーラム」を年に1度開催しています。「赤十字・国際人道教育フォー
ラム」とは、国内外で活躍する医療福祉従事者や、赤十字関連施設の職ラム」とは、国内外で活躍する医療福祉従事者や、赤十字関連施設の職
員を講師に招いて行う講演会です。経験豊かな講師が、社会情勢の変化員を講師に招いて行う講演会です。経験豊かな講師が、社会情勢の変化
や現状、今後の課題を踏まえて、多角的な視点からさまざまな講演を行いまや現状、今後の課題を踏まえて、多角的な視点からさまざまな講演を行いま
す。これまで、本学学生や教職員、秋田赤十字病院職員を対象に実施してす。これまで、本学学生や教職員、秋田赤十字病院職員を対象に実施して
いましたが、高大連携協定を結んだ聖霊学園高校も2023年度から参加しいましたが、高大連携協定を結んだ聖霊学園高校も2023年度から参加し
てくださることになりました。2024年度は、生徒、教員あわせて51名の方がてくださることになりました。2024年度は、生徒、教員あわせて51名の方が
ご参加くださいました。ご参加くださいました。
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秋田市を襲った豪雨で、聖霊学園高校は地下室の電気設秋田市を襲った豪雨で、聖霊学園高校は地下室の電気設
備などが水没して停電が続き、体育館や図書館の1階部分備などが水没して停電が続き、体育館や図書館の1階部分
も浸水するなど、大きな被害を受けました。本学は協定校としも浸水するなど、大きな被害を受けました。本学は協定校とし
て力になれればと、復旧作業のお手伝いをしました。清掃にて力になれればと、復旧作業のお手伝いをしました。清掃に
役立つように、雑巾・タオル類の寄付を学内で募集したほか、役立つように、雑巾・タオル類の寄付を学内で募集したほか、
保健室用のベッドの提供や、同校生徒の皆さんに向けて本保健室用のベッドの提供や、同校生徒の皆さんに向けて本
学講義室や体育館等の貸し出しを行いました。学講義室や体育館等の貸し出しを行いました。
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高 大 連 携 日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字秋田短期大学 �· 聖霊学園高等学校

本学と聖霊女子短期大学付属高等学校が高大連携協定を締結してから、
まもなく３年が経とうとしています。この間、相互の信頼関係のもと、共催イ
ベントの実施や情報交換等、積極的に交流を深めてきました。本学の名称
が変わるこの節目に、改めて両校の高大連携の歩みを振り返ります。

※2024年4月に「聖霊女子短期大学付属高等学校」は「聖霊学園高等学校」に校名を変更しました。  
（以下「聖霊学園高校」）

 『聖霊学園高等学校』 とのあゆみ



本学在学生
の皆さん

聖霊学園高校出身

P15

ー松田さんが、本学への進学を決めた
　きっかけはなんですか？
高校2年生の夏に参加した本学主催の「公開講座」で、『ウクライナ戦高校2年生の夏に参加した本学主催の「公開講座」で、『ウクライナ戦
争と現代社会』というテーマの講演を聞いたことです。そこで目にした映像争と現代社会』というテーマの講演を聞いたことです。そこで目にした映像
が、私にはとても衝撃的でした。戦地で傷ついた人たちを赤十字の救護が、私にはとても衝撃的でした。戦地で傷ついた人たちを赤十字の救護
員が献身的に手当てする様子を見て、すごく感動したのを覚えています。員が献身的に手当てする様子を見て、すごく感動したのを覚えています。
この出来事をきっかけに、赤十字の理念や考え方に興味を持ち、「赤十この出来事をきっかけに、赤十字の理念や考え方に興味を持ち、「赤十
字で看護を学びたい」と思うようになりました。字で看護を学びたい」と思うようになりました。

ー聖霊学園高校と本学に共通していること
　は何だと思いますか？
国際的な取り組みをしている点が似ていると思います。聖霊学園高校は、国際的な取り組みをしている点が似ていると思います。聖霊学園高校は、
積極的に留学生を受け入れたり、フィリピンの恵まれない子への支援活積極的に留学生を受け入れたり、フィリピンの恵まれない子への支援活
動なども行ったりしています。本学では、海外へのスタディーツアーや学動なども行ったりしています。本学では、海外へのスタディーツアーや学
生交流、国内外の赤十字のネットワークを生かした学修が行われていま生交流、国内外の赤十字のネットワークを生かした学修が行われていま
す。どちらの取り組みもグローバルな視野を大切にしていると思います。す。どちらの取り組みもグローバルな視野を大切にしていると思います。

ー松田さんが、これからの学生生活で
　力を入れたいことはなんですか？
大学に入ってから、保健師の仕事に関心を持つようになりました。今の目大学に入ってから、保健師の仕事に関心を持つようになりました。今の目
標は、保健師課程の選考に合格することです。授業、演習、実習と忙し標は、保健師課程の選考に合格することです。授業、演習、実習と忙し
い毎日ですが、負けず嫌いな長所を生かして、これからも前向きに取り組い毎日ですが、負けず嫌いな長所を生かして、これからも前向きに取り組
んでいきたいと思います。んでいきたいと思います。

ー最後に、聖霊学園高校の後輩の皆さんに
　メッセージをお願いします。
やりがいのある職業を探すことは、自分にとっての「楽しい」を見つけるやりがいのある職業を探すことは、自分にとっての「楽しい」を見つける
ことだと思います。自分の目標は、周囲と比較して決めるものではありまことだと思います。自分の目標は、周囲と比較して決めるものではありま
せん。それぞれの夢に向かって、進学する人もいれば、就職する人もいせん。それぞれの夢に向かって、進学する人もいれば、就職する人もい
ます。合格も内定もゴールではなく、その先の将来、「自分がどうなりたいます。合格も内定もゴールではなく、その先の将来、「自分がどうなりたい
か」をイメージすることが大切です。ぜひ、いろんな活動に参加して、たくか」をイメージすることが大切です。ぜひ、いろんな活動に参加して、たく
さん挑戦して、なりたい自分を見つけてください！さん挑戦して、なりたい自分を見つけてください！

～聖霊学園高校出身生に聞く～

本学在学生インタビュー

さん松田 りな 
看護学部1年
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私にとっての 楽しいを見つけた！

工藤優香さん 小松里緒さん 松田りなさん 佐々木優那さん 熊谷柚結さん飯田結衣さん
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【お問い合わせ先】
日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学　経理課
寄付金担当
電話：０１８-８２９-３０１４　FAX：０１８-８２９-３０３０

https://www.rctohoku.ac.jp/

本学は、赤十字理念を基調とした「人道」を大原則とする建学の精神のもと、すべての学生たちがここで学んで良かったと思える大
学となることをめざし、教職員が力を合わせて学生支援の取り組みを続けています。本学の取り組みについてご理解いただき、皆さ
まの温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

看護師・保健師・
 養護教諭の養成 介護福祉士の育成 学修環境の充実 体験学習の拡充 防災教育の推進

【本学へのご寄付のお願い 】

【税制上の優遇措置】
本学へのご寄付は、特定公益増進法人に対する寄付として、税制
優遇措置を受けることができます。寄付受領後に、控除に必要な
「受領書」などをお送りします。

ご寄付についての詳細は、本学公式webサイトをご覧ください。

本学のソーシャルメディア公式アカウントのご紹介

CAR I LLON　INFORMAT ION

本学は、医療・介護人材の育成や緊急事態時における連携に
関する包括連携協定を、秋田県と締結しました。

本協定は、秋田県が策定した『新秋田元気創造プラン』に掲げる
「安心で質の高い医療の提供：①医療を支える人材の育成・確
保」に資する取り組みの一環として結ばれました。看護師・保健
師・助産師の育成や県内定着に向けた活動をより一層深化させ、
同プランの「高齢者と障害者の暮らしを支える体制の強化：①介
護・福祉人材の確保・育成」に貢献してまいります。本学が輩出
する介護福祉士の育成や卒業後の県内定着はもとより、すでに
施設等で働く介護職員の資質向上に向けた活動を行い、行政と
連携を深めながら地域貢献に努めることを目的とした協定です。

本協定の締結により、地域社会の抱える医療福祉に関する多様
な課題の解決に向けて相互に協力しながら、人的・知的資源の
交流と活用を図り、地域への貢献を果たしてまいります。

秋田県との包括連携協定を締結しました 令和６年７月８日

本学公式 webサイトと
連動し、学内ニュース
やイベント情報をお知ら
せします。

公式Facebook 公式X公式Instagram
大学の日常風景や授
業のようす、学校行事、
入試情報等をご紹介し
ます。

学生広報Instagram
学生の視点で大学の
魅力を発信。学生たち
のリアルなキャンパスラ
イフがわかります。

公式Facebook公式Facebook 公式X公式X

・

2025年3月以降、変更となります


